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一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
二
四
年
二
月
二
八
日
に
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ
ン
首

相
は
自
ら
が
議
長
を
務
め
る
株
式
市
場
発
展
会
議
に
お
い

て
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
ベ
ト
ナ
ム
の
株
式
市
場
を
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
市
場
か
ら
新
興
市
場
（
後
述
）
へ
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ

ン
首
相
は
、
財
務
省
や
国
家
証
券
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）、
ベ

ト
ナ
ム
国
家
銀
行
や
計
画
投
資
省
に
対
し
、
株
式
市
場
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
求
め
る
と
と
も
に
、

六
月
末
ま
で
に
そ
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
首
相
が
株
式
市
場
の
発
展
を
議
論
す
る

会
議
の
議
長
を
担
う
こ
と
は
珍
し
く
、
約
二
五
年
ぶ
り
と

な
る
。
本
コ
ラ
ム
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
進
行
す
る
株
式
市

場
の
発
展
に
向
け
た
諸
活
動
を
紹
介
す
る
。

二�

、
近
年
の
株
式
市
場
の
発
展
に

向
け
た
取
り
組
み

⑴
　
ベ
ト
ナ
ム
株
式
市
場
の
概
要

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
先
に
一
九
九
六
年
に
国
家
証
券
委
員

ベ�

ト
ナ
ム
株
式
市
場
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
：

鯉
は
龍
に
な
れ
る
の
か
？

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
フ
オ
ン
・
タ
ン

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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会
が
設
立
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
最
初
の
証
券
取
引
所
で
あ
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
証
券
取
引
所
（
現
在
）
は
一
九
九
八
年
に

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
証
券
取
引
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
に
は
、
第
二
の
証
券
取
引
所
と
し

て
ハ
ノ
イ
証
券
取
引
所
（
設
立
時
は
ハ
ノ
イ
証
券
取
引
セ

ン
タ
ー
）
が
設
立
さ
れ
た
。
東
京
証
券
取
引
所
（
一
八
七

八
年
に
東
京
株
式
取
引
所
と
し
て
設
立
）
な
ど
と
比
べ
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
株
式
市
場
は
ま
だ
歴
史
が
浅
く
、
時
価

総
額
も
小
さ
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
と
並
ん
で
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
最
大
規
模
の
市
場
で
あ
る
。

　

国
家
証
券
委
員
会
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
株
式
市
場

は
、
規
模
や
構
造
の
面
で
多
く
の
重
要
な
成
果
を
達
成
し

て
い
る
。
当
初
は
株
式
市
場
の
み
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
国
債
市
場
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
も
開
設
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
取
引
開
始
日
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
八
日
）

に
は
、
株
式
市
場
の
上
場
企
業
は
わ
ず
か
二
社
、
会
員
証

券
会
社
は
六
社
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
末
に
は
上

場
・
売
買
登
録
企
業
数
は
約
二
三
〇
〇
社
に
ま
で
増
え
、

証
券
会
社
も
八
二
社
に
達
し
た
。
投
資
家
層
は
二
〇
〇
〇

年
の
三
〇
〇
〇
口
座
か
ら
、
二
〇
二
三
年
に
は
人
口
の

七
・
五
％
に
相
当
す
る
七
二
九
万
口
座
以
上
に
増
加
し

た
。
平
均
取
引
額
（
株
式
と
債
券
を
含
む
）
は
、
取
引

セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
二
〇
一
六
年
の
約
四
億
六
、
〇
〇
〇

万
米
ド
ル
か
ら
二
〇
二
三
年
に
九
億
六
、
〇
〇
〇
万
米
ド

ル
近
く
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

市
場
規
模
は
拡
大
し
続
け
て
お
り
、
企
業
の
資
本
調
達

能
力
も
向
上
し
て
い
る
。
株
式
市
場
の
時
価
総
額
は
、
二

〇
〇
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
〇
・
二
％
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
に

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
三
・
五
％
、
二
〇
二
三
年
に
は
五
八
・

一
％
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　

今
や
株
式
市
場
は
ベ
ト
ナ
ム
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
企
業
の
投
資
や
生
産
・
事
業
活
動

に
必
要
な
資
本
を
生
み
出
し
て
い
る
。
同
時
に
、
株
式
市
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場
は
ベ
ト
ナ
ム
国
有
企
業
の
証
券
化
も
促
進
し
て
い
る
。

⑵
　
株
式
市
場
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

　

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
（
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
や
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
、

Ｓ
＆
Ｐ
ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
発
表
す

る
市
場
分
類
は
、
世
界
経
済
に
お
け
る
各
国
の
重
要
性
を

評
価
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
が
公
表
す
る
市
場
分
類
で
は
、
先
進
国
市
場

と
し
て
二
三
カ
国
、
新
興
国
市
場
と
し
て
二
四
カ
国
が
分

類
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
二
八
カ
国
が
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
市
場
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
が
公

表
す
る
市
場
分
類
で
は
、
先
進
国
（
二
五
カ
国
）、
先
進

新
興
国
（
一
〇
カ
国
）、
第
二
新
興
国
（
一
四
カ
国
）
に

続
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
に
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
二
九
カ
国

が
分
類
さ
れ
て
い
る
（
三
月
末
時
点
）。
同
様
に
Ｓ
＆
Ｐ

ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
、
三
月
末
時

点
で
、
先
進
国
（
二
五
カ
国
）、
新
興
国
（
二
三
カ
国
）

に
続
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
三

二
カ
国
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
は
何
れ
の
機
関
の

分
類
で
も
下
位
市
場
で
あ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
位
置
し
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
現
政
権
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
証
券
市
場

を
一
段
階
上
の
新
興
国
市
場⑴

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
ベ
ト
ナ
ム
経
済

の
発
展
に
と
っ
て
も
最
重
要
課
題
と
な
る
。

　

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
持
続
可
能

な
形
で
大
規
模
資
本
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
世
界
銀
行
の
試
算
に
よ
る
と
、
株
式
市
場

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
よ
り
規
模
の
拡
大
と
流
動
性
の
向

上
が
も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
は
海
外
投
資
家
の
市
場
ア
ク

セ
ス
も
改
善
す
る
こ
と
で
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
海
外
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
株
式
市
場
へ
最
大
二
五
〇
億
米
ド
ル⑵

も
の
新

規
投
資
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
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第
二
に
、
市
場
の
発
展
は
企
業
の
成
長
を
促
進
す
る
機

会
を
生
み
出
す
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
株
式
市

場
は
制
度
の
整
備
や
透
明
性
の
向
上
、
取
引
条
件
な
ど
の

改
善
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
の
株
式
市

場
は
海
外
市
場
と
も
連
携
が
容
易
と
な
る
。
よ
り
多
く
の

外
国
資
本
が
市
場
に
流
入
す
る
こ
と
で
、
国
内
企
業
は
新

た
な
経
営
資
格
や
経
験
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
発
展
に
む
け
た
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
生
じ
る
。

　

第
三
に
、
ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇
四
五
年
ま
で
に
高
所
得
国

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
世
界
銀
行
に
よ
る
と
、

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
経
済
は
今

後
二
五
年
間
、
一
人
当
た
り
年
平
均
約
六
％
の
成
長
を
遂

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
式
市
場
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
投
資
環
境
の
整
備
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
長
期
戦
略
に

と
っ
て
も
有
効
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
株
式
市
場
の
展
開
は
容

易
で
は
な
い
。
二
〇
一
八
年
に
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
の

ウ
ォ
ッ
チ
・
リ
ス
ト
は
、
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
を
第
二
新
興

国
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
国
と
し
て
掲
載
し
、
国

内
で
も
期
待
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
リ
ス

ト
に
は
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
第
二
新
興

国
の
市
場
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
株
式
市
場
に
と
っ
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

妨
げ
る
要
因
が
二
つ
あ
る
。
第
一
の
要
因
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
規
制
で
あ
る
事
前
入
金
要
件
（pre-funding

）
で
あ

る
。
事
前
入
金
要
件
は
、
決
済
機
関
が
こ
の
口
座
を
支
払

い
に
使
用
す
る
前
に
、
決
済
機
関
の
口
座
に
資
金
が
入
金

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
。
こ
の
よ
う
な
規
制
に
よ

り
、
外
国
人
投
資
家
は
取
引
前
に
一
〇
〇
％
の
保
証
金
の

入
金
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
リ
ス
ク
防
止
に
は
有
効
で

あ
る
が
、
資
本
効
率
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
国
家
証
券
委
員
会
は
二
〇
二
四

年
三
月
二
〇
日
に
外
国
人
投
資
家
へ
の
意
見
徴
収
を
行
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い
、
一
〇
〇
％
預
託
の
緩
和
とCircular 120/2020/

T
T
-BT
C

⑶

の
修
正
・
補
足
が
提
案
さ
れ
た
。
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
証
券
会
社
に
限
り
、
外
国
人
投
資
家
が
一

〇
〇
％
の
資
金
を
用
意
し
な
く
て
も
購
入
注
文
を
出
す
こ

と
を
容
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
将
来
的
に
中
央
清
算
機
関

（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
モ
デ
ル
に
よ
る
証
券
取
引
の
清
算
・
決
済
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

第
二
の
要
因
は
、
外
国
人
所
有
権
の
制
限
（
Ｆ
Ｏ
Ｌ
）

で
あ
る
。
長
年
外
国
人
投
資
家
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い
優

良
企
業
も
多
く
、
こ
れ
が
外
国
の
大
手
金
融
機
関
の
ベ
ト

ナ
ム
市
場
参
入
を
阻
む
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
株

式
会
社
の
場
合
、
外
国
人
投
資
家
の
資
本
所
有
比
率
は
五

〇
％
に
過
ぎ
な
い（
政
令155/2020/N

D
-CP

第
一
三
九

条
）。
ま
た
、
外
国
投
資
家
の
株
式
保
有
比
率
の
合
計

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
信
用
機
関
の
定
款
資
本
の
三
〇
％
を
超

え
て
は
な
ら
な
い
（
政
令
第
〇
一
号
／2014/N

D
-CP

に
規
定
）。

　

Ｆ
Ｏ
Ｌ
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
年
二
月
に
フ
ァ

ム
・
ミ
ン
・
チ
ン
首
相
は
、
計
画
投
資
省
に
対
し
て
各
事

業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
所
有
権
の
上
限
を
見
直
す
こ
と

を
命
じ
た
。
証
券
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
条
件
に
関
連
す

る
内
容
の
証
券
法
を
指
導
す
る
政
令155/2020/N

D
-CP

は
間
も
な
く
改
正
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は
市
場
の

透
明
性
と
外
国
人
投
資
家
へ
の
情
報
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に

注
力
し
て
い
る
。
国
家
証
券
委
員
会
は
、
企
業
が
ベ
ト
ナ

ム
語
と
英
語
の
両
方
で
情
報
を
公
開
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
提
示
し
た
。
大
規
模
な
公
開
企
業
は
二
〇
二
五

年
一
月
一
日
か
ら
定
期
情
報
を
英
語
で
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
、
二
〇
二
六
年
一
月
一
日
か
ら
は
定
期
情

報
と
臨
時
情
報
の
両
方
を
英
語
で
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
市
場
全
体
に
展
開
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
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三�

、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
ベ
ト
ナ
ム
株

式
市
場
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
の

か
？

　

ベ
ト
ナ
ム
の
法
改
正
と
実
務
的
な
解
決
策
に
お
け
る
最

近
の
努
力
は
、
外
国
投
資
家
が
ベ
ト
ナ
ム
の
資
本
市
場
に

参
加
す
る
た
め
の
よ
り
有
利
な
条
件
を
作
り
出
し
て
い

る
。
国
家
証
券
委
員
会
は
ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
や
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ

ラ
ッ
セ
ル
と
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
組

織
に
対
す
る
実
際
の
情
報
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
組
織
か
ら
の
要
望
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
が
上
記
の
障
害
を
解
決
で
き
れ
ば
、
格
上
げ

の
見
通
し
は
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ト

ナ
ム
株
式
市
場
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
見
通
し
や
時

期
は
、
各
機
関
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

ま
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
が
二
〇
二
五
年
に
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ

ル
に
よ
っ
て
第
二
新
興
市
場
に
格
上
げ
さ
れ
る
と
い
う
見

通
し
が
最
も
明
る
い
の
で
は
な
い
か
。
ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇

一
八
年
以
降
、
継
続
的
に
ウ
ォ
ッ
チ
・
リ
ス
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の

ネ
ッ
ク
を
解
決
す
る
た
め
に
努
力
し
、
議
論
し
、
学
ん
で

き
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
も
こ
れ
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
ま
で
に
、

ベ
ト
ナ
ム
は
九
つ
中
七
つ
の
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
基
準
も
達
成
し
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
に
関
す
る
次
回
の
更
新
は
、
二

〇
二
四
年
九
月
末
に
行
わ
れ
る
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
エ
ク
イ
テ
ィ
・

カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
シ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
株
式
市
場
の

年
次
レ
ビ
ュ
ー
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
（
図
表
１
）。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
九
月
に
も
ウ
ォ
ッ
チ
・
リ
ス
ト
入
り
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
二
〇
二
四
年
に
ベ
ト
ナ
ム
が
計
画
通
り

pre-funding

と
Ｆ
Ｏ
Ｌ
の
問
題
を
解
決
で
き
れ
ば
、
二

〇
二
五
年
の
三
月
か
九
月
に
ベ
ト
ナ
ム
株
式
市
場
は
正
式

に
第
二
新
興
市
場
に
格
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
も
高
く
な
る
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だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
と
異
な
り
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

が
二
〇
二
五
年
に
ベ
ト
ナ
ム
市
場
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
見
込
み
は
低
く
、
せ
い
ぜ
い
ベ
ト
ナ
ム
を
ウ
ォ
ッ
チ
・

リ
ス
ト
二
〇
二
五
に
掲
載
す
る
程
度
で
は
な
い
か
。
Ｍ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
の
格
付
け
基
準
は
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
よ
り
厳
し

い
。
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
は
現
在

十
七
の
う
ち
八
つ
の
基
準
し
か
満
た
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
は
、
投
資
家
に
対
す
る
調
査

結
果
に
も
左
右
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

投
資
家
の
評
価
や
ベ
ト
ナ
ム
の
株
式
市
場
に
対
す
る
満
足

度
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
非
常
に
定
性
的
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
財
務
省
は
最
近
、
米

国
、
日
本
、
韓
国
な
ど
の
潜
在
的
な
投
資
家
が
い
る
国
で

金
融
投
資
促
進
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
に
参

加
し
た
多
く
の
企
業
や
投
資
家
は
、
外
国
人
投
資
家
に
対

す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
税
制
優
遇
措
置
や
、
株
式
市
場
の
地
位

図表１�　ベトナム株式市場のアップグレードの予測タイムライン
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を
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
試
み
に
関

心
を
示
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
二
〇
二
五
年
の
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
か
ら
の

格
上
げ
は
有
望
で
は
あ
る
が
、
投
資
ブ
ー
ム
は
大
き
く
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
世
界
銀
行
は
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
、
新

規
投
資
の
大
半
は
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
後

に
し
か
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
、
ベ
ト
ナ
ム
市
場
が
Ｆ
Ｔ
Ｓ

Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
と
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
両
方
で
見
直
さ
れ
る
必
要
を

指
摘
し
て
い
る
。

四
、
ま
と
め

　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
株
式
市
場
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
達
成

に
向
け
た
強
い
決
意
と
、
近
年
の
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
に
よ
り
、
遅
く
と
も
二
〇
二
五
年
に

は
ベ
ト
ナ
ム
株
式
市
場
が
第
二
新
興
市
場
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
い
う
見
通
し
は
、
も
は
や
遠
い
話
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
市
場
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
も
た
ら

す
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
明
確
で
魅
力
的
だ
が
、
コ
イ
ン
の

表
と
裏
の
よ
う
に
、
新
た
な
リ
ス
ク
も
も
た
ら
す
。

　

懸
念
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
一
つ
は
、
外
国
人
投
資
家
が
市

場
か
ら
資
金
を
引
き
揚
げ
る
際
に
、
ベ
ト
ナ
ム
株
式
市
場

が
急
落
す
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
海
外
投
資
家
に
よ
る
資
本

の
引
き
上
げ
は
、
多
く
の
場
合
、
市
場
内
部
の
原
因
で
は

な
く
、
国
際
市
場
の
変
動
に
よ
る
。
過
去
に
多
く
の
国
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
二
〇

二
三
年
二
月
中
旬
か
ら
外
国
人
投
資
家
の
売
却
が
起
こ

り
、
二
〇
二
三
年
第
１
四
半
期
末
か
ら
株
式
市
場
は
急
落

し
た
。

　

二
つ
目
の
リ
ス
ク
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ま
た
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
以
下
の
分
類
に
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
さ
れ
る
可
能
性

で
あ
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
や
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
ラ
ッ
セ
ル
で
は
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
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ど
、
多
く
の
国
が
マ
ク
ロ
経
済
上
の
理
由
で
格
下
げ
さ
れ

て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
長
期
的
に
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
を
維
持
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
ま
た
、
国
際

的
な
慣
行
に
従
っ
て
健
全
で
効
率
的
な
証
券
市
場
を
発
展

さ
せ
る
努
力
も
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
機
関
は
、
金

融
シ
ス
テ
ム
と
株
式
市
場
の
安
全
性
と
安
定
性
を
守
る
た

め
、
管
理
と
監
督
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
注
）

⑴　

新
興
市
場
と
は
、
金
融
イ
ン
フ
ラ
が
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
も
の

の
、
成
長
の
可
能
性
が
高
い
市
場
で
あ
る
。
一
般
に
、
こ
れ
ら
の

国
々
は
経
済
の
自
由
化
が
発
展
し
て
お
り
、
次
期
の
先
進
国
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
と
は
、
新
興
市
場
よ
り
も
時
価

増
額
や
流
動
性
や
市
場
ア
ク
セ
ス
で
劣
る
市
場
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
市
場
分
類
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
経
済
発
展
、
規
模
と
流

動
性
、
市
場
ア
ク
セ
ス
と
い
う
三
つ
の
基
準
で
市
場
を
評
価
す
る
。

二
番
目
と
三
番
目
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
と
新
興
市
場
の
分
類
決

定
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
流
動
性
は
先
進
国
市
場
か
ら
新
興
市

場
、
そ
し
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
へ
と
移
行
す
る
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ

る
と
仮
定
し
て
い
る
。
国
が
先
進
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
市
場
の

流
動
性
は
高
く
な
る
。
ま
た
、
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

新
興
市
場
よ
り
も
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
に
投
資
す
る
こ
と
で
、
投
資

家
の
株
式
リ
ス
ク
は
高
く
な
る
。
最
新
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
市
場
分
類
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
以
下
の
リ
ン
ク
か
ら
参
照
可
能
：https://w

w
�

w
.m
sci.com

/docum
ents/1296102/e7613c4f-f16c-b039-f69a-

fbdaafed579f

⑵　

新
興
市
場
へ
の
格
上
げ
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
が
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

二
五
〇
億
ド
ル
の
国
際
投
資
資
金
を
獲
得
で
き
る
も
の
と
、
世
界
銀

行
は
予
測
す
る
。

　

https://vneconom
y.vn/w

orld-bank-vietnam
s-stock-m

arket-
could-attract-additional-25bln-after-status-upgrade.htm

⑶　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
付
の
財
務
省Circular 120/2020/

T
T
-BT
C

で
は
、
投
資
家
は
口
座
に
十
分
な
資
金
が
あ
る
場
合
に
の

み
買
い
注
文
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
預
託
銀
行

に
口
座
を
開
設
し
た
投
資
家
は
、
預
託
銀
行
が
投
資
家
の
取
引
に
対

す
る
支
払
い
を
保
証
ま
た
は
確
認
す
る
場
合
、
口
座
に
十
分
な
資
金

が
な
く
て
も
買
い
注
文
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ

ム
国
家
銀
行
（
Ｓ
Ｂ
Ｖ
）
の
現
在
規
制
で
は
、
預
金
銀
行
が
外
国
人

投
資
家
に
証
券
投
資
の
信
用
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
外
国
人
投
資
家
は
株
の
購
入
注
文
を
出
す
前
に
資
金
の
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一
〇
〇
％
を
ベ
ト
ナ
ム
に
送
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
フ
オ
ン
・
タ
ン
・
当
研
究
所
研
究
員
）


